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ミュンヘン便り
～ミュンヘン夏模様～

７月中旬、ミュンヘン市役所にある外国人
局に行った帰りに、オクトーバーフェストの
会場を通りました。外国人局はオクトーバー
フェストの会場から文字通り目と鼻の先の距
離。そしてほぼ16年ミュンヘンに住んでいる
にも関わらず、初めての光景を目にしまし
た。組立中のオクトーバーフェストのZelt
（テント）です。オクトーバーフェストでは、
各ビール会社のテントが立ち並び、その中で
１L入りのビールのジョッキを握りしめた老
若男女がベンチの上に立ち上がって飲み踊り
ます。テントと言っても、体育館ほどの大き
さがあり、２階建てで、ちゃんと水洗のお手
洗いもありますので、組み立てては撤去する
作業をよく毎年繰り返せるものだと感心しま
す。写真では、Schützenbräuというビール
会社の組み立て中のテントのてっぺんにテン
ト名「Schützenfestzelt」の冒頭「Schü」を

後ろ部分「tzenfestzelt」の前にくっつける
作業の「before & after」です。ちゃんとく
っつきましたね。その後方には、同じく組立
中のPaulanerのテントが見えます。周りで見
物している人々との対比で、テントの大きさ
をおおよそお伝えできていますでしょうか？
なかなか見れない良いものを見れた、とホク
ホク気分で事務所に戻りました。

その翌週は弊所のサマーランチパーティ。
もともとドイツでは12月にWeihnachtsfeier
（クリスマス会）をするのが一般的です。弊
所も当初はその慣習に倣っていたのですが、
冬に満室のレストランの密閉室内でクリスマ
ス会をするのは感染症の予防によろしくない
と考え、コロナの時期にクリスマス会の開催
を夏にずらしました。夏ですと、天気が許す
限り外のテラス席に座るのがドイツでは一般
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的です。事務所のすぐそばの教会の隣にある
レストランに手配を頼んだところ、教会の広
場のど真ん中に弊所のための席をあつらえて
くれました。青空天井の下、テント（これは
通常のテントです）のおかげで我々のテーブ
ルは心地よい日陰の中。広場の真ん中のゆっ
たり空間の居心地の良さは、クリスマス前の
満杯のレストランの比ではありません。教会
とその周りの大きな木々に囲まれ、時折ふわ
っと吹き抜ける風と共に、我々は存分に食事
とおしゃべりを楽しみました。あまりの心地
よさにすっかり味を占めた我々は、それ以来
サマーランチパーティを開催することにしま
した。天候に左右される弱点はありますが、
今のところ幸いにも毎回快晴に恵まれていま
す。ご参考までに今年のメニューをご紹介し
ましょう。

前　　菜： アンダルース風ガスパチョ、又
は、サラダ

主　　菜： トマトとオリーブをまぶした鯛の
グリル、野菜のクスクス添え、

　　　　　 豚ひれのステーキ、マスタードソ
ース、ルッコラとモッツァレラチ
ーズのリゾット添え、又は

　　　　　 牛肉のステーキ、ハーブバター、
ラタトゥーユと焼いたジャガイモ
添え

デザート： フレッシュチーズとライムのクリ
ーム、イチゴ添え、又は

　　　　　 本日のケーキ（複数の中から選択
可）

今年は例年に増して美味しく感じ、参加者
からも大変ご好評いただきました。８月にな
ると多くのメンバーが休暇を取るので、皆が
そろって参加できる日がほとんどなくなりま
す。今年は早めに７月に開催したことは正解
でした。来年もそうしよう。

８月のバケーションシーズンが終わると、
あっという間に９月、そしてオクトーバーフ
ェストです。コロナ以前は日本の当事者を含
む口頭審理の日程がオクトーバーフェストの
開催期間に調整されていたことが多々あった
印象があります。あれは口頭審理のためには
るばる日本から来られた方がオクトーバーフ
ェストに参加できるようにというEPOの（粋
な？）計らいだったのかも。筆者も何回かお
客様をオクトーバーフェスト会場にご案内し
たことがあります。今は少なくとも第一審の
口頭審理は基本的にオンラインでの開催にな
ったので、幸か不幸か口頭審理に参加するつ
いでにオクトーバーフェストにも参加する、
という機会がなくなってしまったのはちょっ
と残念ですね。

地元ミュンヘン市民は、オクトーバーフェ
ストをWiesn（注：Wiesenではありません）
と呼びます。ちなみに今年のオクトーバーフ
ェストは2023年９月16日から10月３日まで。
よろしければご出張でもご旅行でも構いませ
んのでぜひご参加ください。Wir sehen uns 
auf der Wiesn（Wiesnでお会いしましょ
う）！
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